
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度
 

第141回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは、定められたところに、誤字・脱字のないよう、ていねいに

書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
第

１

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 商  業  簿  記  
     

商・会 1 - 1  

問題（25点） 

Ｐ社は、Ａ社及びＢ社を子会社、Ｃ社を関連会社として連結財務諸表を作成している。下記の資料にもとづき、

Ｐ社の当期(×6年４月１日から×7年３月31日)の連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書

を完成させなさい。 

 

[解答上の注意] 

１ 連結上生じる修正については税効果を考慮(のれんを除く)することとし、法定実効税率は毎期40％とする。

繰延税金資産と繰延税金負債は相殺せず、また、短期・長期の区別をしなくてよい。 

２ のれんは発生年度の翌年度より10年間にわたって毎期均等額を償却する。 

３ 期中および期末における会計処理は、未達取引を除き適切である。 

 

[資 料] 

１ Ｐ社は×5年３月末にＡ社の発行済株式の70％を162,000千円で取得し、Ａ社を子会社とした。Ａ社資本の推

移は次のとおりである。なお、×5年３月末においてＡ社の保有する土地に6,000千円の評価益が生じている。 

 資 本 金 利益剰余金 

×5年３月31日 135,000千円 86,400千円  

×6年３月31日 135,000千円 131,400千円  

 

２⑴ Ｐ社は×6年３月末にＢ社の発行済株式の80％を123,000千円で取得し、Ｂ社を子会社とした。×6年３月末

における資本は、資本金105,000千円、利益剰余金46,800千円である。なお、×6年３月末においてＢ社の保

有する土地に3,000千円の評価損が生じている。 

 ⑵ Ｐ社は×7年３月末にＢ社の発行済株式の10％を19,500千円で追加取得した。なお、×7年３月末において

Ｂ社の保有する土地に1,200千円の評価益が生じている。 

 

３ Ｐ社は×5年３月末にＣ社の発行済株式総数の30％を28,020千円で取得し、Ｃ社を関連会社とした。Ｃ社資本

の推移は次のとおりである。なお、×5年３月末においてＣ社の保有する土地に1,500千円の評価益が生じてい

る。 

 資 本 金 利益剰余金 

×5年３月31日 57,000千円  33,000千円  

×6年３月31日 57,000千円  42,000千円  

×7年３月31日 57,000千円  52,500千円  

 

４ Ｐ社とＡ社の間の取引等 

 ⑴ Ｐ社はＡ社から商品の一部を掛けで仕入れている。期中におけるＡ社からＰ社への売上高は132,000千円、

Ｐ社におけるＡ社からの仕入高は128,700千円である。 

 ⑵ Ａ社は商品を毎期、原価の10％増しの価額でＰ社に販売している。Ｐ社における期首商品棚卸高に含まれ

るＡ社商品は8,250千円、Ｐ社における期末商品棚卸高に含まれるＡ社商品は11,550千円(未達分を除く)であ

る。 

 ⑶ Ｐ社は、Ａ社に対し当期に約束手形30,000千円を振り出している。Ａ社は、このうち15,000千円は当座預

金にて決済し、3,000千円はＡ社の仕入先に裏書譲渡し、4,500千円は4,200千円で銀行に割引き、残額の7,500

千円は期末に手許に保有している。なお、裏書譲渡及び割引に付した手形はいずれも期末日現在、支払期日

未到来である。また、Ａ社は割引料300千円を手形売却損で処理しているが、このうち150千円は翌期に係る

ものである。この連結修正仕訳に係る税効果および非支配株主への配分は考慮しないものとする。 

 ⑷ Ｐ社の買掛金のうち11,700千円(未達分を除く)はＡ社に対するものである。 

 ⑸ Ｐ社、Ａ社ともに、毎期売上債権の期末残高の２％の貸倒引当金(税法基準に則っている)を差額補充法に

よって計上している。なお、前期末のＡ社の売上債権に、Ｐ社に対するものはなかった。 

 ⑹ Ａ社が期中に利益剰余金から支払った配当金は、Ｐ社分も含めて12,000千円であった。 
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平成 27 年度
 

第141回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

問 題 用 紙 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

１

予

想

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・第１予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ① 

 商 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

    
 

連 結 貸 借 対 照 表 
×7年３月31日            (単位：千円) 

資 産 金  額 負債・純資産 金  額 

現 金 預 金 支 払 手 形  

受 取 手 形 買 掛 金  

売 掛 金 短 期 借 入 金  

商 品 そ の 他 負 債 202,920 

前 払 費 用 繰 延 税 金 負 債  

繰 延 税 金 資 産 貸 倒 引 当 金  

備 品 資 本 金  

土 地 資 本 剰 余 金  

の れ ん 利 益 剰 余 金  

Ｃ 社 株 式 非 支 配 株 主 持 分  

   

 
連 結 損 益 計 算 書 

自×6年４月１日 至×7年３月31日       (単位：千円) 

費 用 金  額 収 益 金  額 

売 上 原 価 売 上 高  

販売費及び一般管理費 受 取 配 当 金  

貸 倒 引 当 金 繰 入 持分法による投資利益  

減 価 償 却 費 固 定 資 産 売 却 益  

の れ ん 償 却 額 そ の 他 収 益 12,840 

支 払 利 息 法 人 税 等 調 整 額  

手 形 売 却 損   

法人税、住民税及び事業税   

非支配株主に帰属する当期純利益    

親会社株主に帰属する当期純利益    

   

 

連結株主資本等変動計算書 

自×6年４月１日  至×7年３月31日        (単位：千円) 
 株 主 資 本 

非支配株主持分 
 資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 

当期首残高 35,000  

当期変動額  

 剰余金の配当  

親会社株主に帰属する当期純利益  

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動 

 

 株主資本以外の項目 
 

 の当期変動額(純額) 

当期変動額合計  

当期末残高  
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受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・第１予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ② 

 会  計  学  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

    
第１問 

１  ２  ３  

４  ５    

 

第２問 

   決算整理前残高試算表 (単位：千円) 

 Ｂ 商 品 ( ) Ａ 商 品 (  )  

    Ｂ商品売買益 (  )  

 

   決算整理後残高試算表 (単位：千円) 

 Ａ 商 品 ( ) Ａ商品売買益 (  )  

 Ｂ 商 品 ( ) Ｂ商品売買益 (  )  

 棚 卸 減 耗 損 ( )      

 
   損 益 計 算 書  (単位：千円)  

Ⅰ 売上高      ( )  

Ⅱ 売上原価        

 １ 期首商品棚卸高  ( )     

 ２ 当期商品仕入高  ( )     

    合   計  ( )     

 ３ 期末商品棚卸高  ( )     

    差   引  ( )     

 ４ 棚 卸 減 耗 損  ( )   ( )  

  売 上 総 利 益      ( )  
 

Ａ商品原価率  ％  

 

第３問 

ソフトウェア 第１年度の減価償却費 第２年度の減価償却費 第３年度の減価償却費

Ａソフトウェア 千円 千円 千円

Ｂソフトウェア 千円 千円 千円

 

 

 

工・原 1 - 3  

先日、当社系列とは競争関係にある別系列の１次サプライヤーβ社より「来期にむけて、部品Ｘに改良を加えた

部品Ｙを納入してほしい」という特別注文が入った。操業度低下に悩む当社は、この引き合いを前向きに検討する

こととした。［追加資料］にもとづき以下の問いに答えなさい。 

 

［追加資料］ 

１．β社からの特別注文について 

部品Ｙの希望購入価格は、部品Ｘと同額であり、納入希望数を全量、来期中に納品しなければならない。

なお、部品Ｙの納入に際して変動販売費は発生しない。 

２．部品Ｙの製造について 

部品Ｙの単位あたり直接材料費は、部品Ｘよりも150円高い。また、部品Ｙの製造に必要な直接作業時間は

1.5時間である。なお、当社の変動加工費は直接作業時間に比例して発生するものとする。その他、部品Ｙの

製造にあたり追加費用は発生しない。 

 

問６ 部品Ｙの単位あたり貢献利益を求めなさい。 

問７ β社からの納入希望数が3,000個であった場合、この特別注文を受注すべきか否かを差額原価収益分析にも

とづいて判断しなさい。 

問８ β社からの納入希望数が6,000個であった場合、部品Ｘの当初の見込み販売量を維持するならば、当社の余

剰生産能力では対応しきれないことが判明した。そこで、外注加工を検討したが、部品Ｙの製造においては、

当社ならでは高度な技術が必要であるため、部品Ｘの製造の一部を外注に出すことにした。外注先として、系

列の３次サプライヤーに打診したところ、「直接材料が無償支給され、技術指導を無償で行ってくれるのであ

れば、加工作業のみを部品Ｘ単位あたり700円で請け負う」との返答を得た。なお、技術指導を行うにあたり

50万円の追加コストが発生すると見込まれる。以上を前提として、この特別注文を受注すべきか否かを差額原

価収益分析にもとづいて判断しなさい。 

問９ 問８の特別注文を受注するうえで、差額原価収益分析とは別に、当社が検討しなければならないリスクにつ

いて、あなたの考えを述べなさい。 
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平成 27 年度
 

第141回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは、定められたところに、誤字・脱字のないよう、ていねいに

書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

１

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 

工・原 1 - 1  

 工  業  簿  記  

問題（25 点） 

当社は、修正パーシャルプランによる標準原価計算制度を採用している。次の[資料]にもとづき各問に答えな

さい。なお、差異の解答にあたっては、有利差異なら「Ｆ」、不利差異なら「Ｕ」を、ゼロの場合は「－」を、カ

ッコ内に記入しなさい。 

 

[資料] 

１．生産工程 

第１工程の始点で素材Ａを投入し、全部で３つの工程を経て、製品Ｘが製造される。材料は始点で投入さ

れるのみで追加投入はない。また、仕掛品は、月初・月末に、工程間に前工程完了品在庫があるのみで、工

程内には存在しない。 

２．各工程での製品Ｘ１個あたりの標準直接作業時間 

第１工程 第２工程 第３工程 

0.5 時間 0.4 時間 0.3 時間

３．製品Ｘの原価標準 

素 材 Ａ ＠3,000 円 × １ 個 ＝ 3,000 円

直 接 労 務 費 ＠1,600 円 × 1.2 時間＝ 1,920 円

製 造 間 接 費 ＠2,000 円 × 1.2 時間＝ 2,400 円

     7,320 円

(注)製造間接費の月間予算は 660 万円（うち固定費 396 万円）であり、直接作業時間を基準として配賦して

いる。なお、月間基準操業度は 3,300 時間である。 

４．当月における月初・月末在庫 

 月 初 在 庫 量 月 末 在 庫 量

第１工程完了品 180 個 180 個

第２工程完了品 160 個 210 個

製 品 Ｘ 240 個 220 個

５．当月における実際データ 

素 材 Ａ 実 際 消 費 量 2,640 個 

実 際 直 接 作 業 時 間 3,210 時間

実 際 販 売 量 2,530 個 

製造間接費実際発生額 6,454,000 円 

 

問１ 答案用紙の仕掛品勘定を完成させなさい。 

 

問２ 標準原価差異の分析を行いなさい。なお、製造間接費能率差異は、標準配賦率にもとづいて計算する。 

 

問３ 当月実際消費量を工程ごとに調査したところ、以下のとおりであった。各工程の標準消費量は、次工程の消

費実績（第３工程においては製品完成量）にもとづいて計算するものとして、標準原価差異の分析を行いなさ

い。 

 第 １ 工 程 第 ２ 工 程 第 ３ 工 程

素材Ａまたは 

前工程完了品 
2,640 個 2,640 個 2,510 個 

直接作業時間 1,356 時間 1,080 時間 774 時間

 

問４ 第２工程では、正常な状態においても、工程の終点で良品の 2.5％の仕損が発生する。仕損品に評価額はな

く、廃棄するのみである。そこで、この仕損費を原価標準に組み入れることにした。この場合の、仕掛品勘定

に記入される月初仕掛品原価、月末仕掛品原価、製品Ｘ完成品原価、標準原価差異を計算しなさい。また、第

２工程における標準原価差異を答案用紙に示す２つの差異に分析しなさい。 
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平成 27 年度
 

第141回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

問 題 用 紙 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
第

２

予

想

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・第 1 予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

問１ 

 仕 掛 品 （単位：円） 
月 初仕掛 品 ( ) 製 品 (  ) 

当月製造費用   月 末仕掛 品 (  ) 

直接材料費 ( ) 標準原価差異 (  ) 

直接労務費 ( )
 

   
製造間接費  6,454,000     

 ( )  (  ) 

 

問２ 

直接材料消費量差異 直接作業時間差異 
  円(  )   円(  )

製造間接費予算差異 製造間接費能率差異 製造間接費操業度差異 
  円(  )   円(  )  円(  ) 

 

問３ 

 第１工程 第２工程 第３工程 

仕損で素材・前工程完了品を浪費し 

たことによる差異 
円(  ) 円(  ) 円(  ) 

作業時間を浪費したことによる差異 

（作業時間差異と能率差異の合計） 
円(  ) 円(  ) 円(  ) 

製造間接費の予算差異と操業度差異 

の合計 
円(  ) 

 

問４ 

月初仕掛品原価 月末仕掛品原価 製品Ｘ完成品原価 標準原価差異 
 円  円  円 円(  )

 

前工程完了品を浪費にしたことによる差異 作業時間を浪費したことによる差異 
（直接作業時間差異と能率差異の合計） 

 円(  )  円(  )
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受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・第 1 予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ④ 

 原 価 計 算  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

問１ 

単位あたり変動販売費

円／個

問２ 

固定加工費予算額 単位あたり固定加工費

千円 円／個

問３ 

不働能力 実際操業度 来期見込操業度 

時間 時間 時間

問４ 

単位あたり販売価格 単位あたり標準原価 単位あたり変動加工費

円／個 円／個 円／個

問５ 

単位あたり貢献利益 見込営業利益 

円／個 千円

問６ 

単位あたり貢献利益 

円／個

問７ 

特別注文の受注は、 千円 だけ（ 有利 ・ 不利 ）なので、受注すべきで（ ある ・ はない ）。

（注）カッコ内は、適切な語句を   で囲みなさい。 

問８ 

特別注文の受注は、 千円 だけ（ 有利 ・ 不利 ）なので、受注すべきで（ ある ・ はない ）。

（注）カッコ内は、適切な語句を   で囲みなさい。 

問９ 

 

 

 会    計    学  
     

商・会 2 - 3  

問題 (25点) 

第１問 

 次の文章について、正しいときは○、誤っているときは×を解答欄に記入しなさい。 

１．前期に計上した棚卸資産の簿価切下額の戻入れに関しては、当期に戻入れを行う方法と行わない方法のいず 

れかの方法を棚卸資産の種類ごとに選択適用できる。 

２．デリバティブ取引により生じる正味の債権及び債務は、時価をもって貸借対照表価額とし、評価差額は、原 

則として、純資産の部に計上する。 

３．Ａ社とＢ社が合併し、Ａ社が吸収合併存続会社、Ｂ社が吸収合併消滅会社となり、取得企業はＢ社となった 

場合、Ａ社の個別財務諸表上、Ｂ社の資産及び負債を企業結合日における時価により計上する。 

４．市場販売目的のソフトウェアの製品マスターの機能の改良・強化を行う制作活動のための費用は、著しい改

良と認められない限り、無形固定資産として計上しなければならないが、バグ取り等の機能維持に要した費用

は発生時に費用処理することとなる。 

５．すべての費用及び収益は、その支出及び収入にもとづいて計上し、その発生した期間に正しく割り当てられ

るように処理しなければならない。ただし、未実現収益は、原則として、当期の損益計算に計上してはならない。  

 

第２問 

 Ｐ社は、Ｓ社を子会社として連結財務諸表を作成している。下記の資料にもとづき、Ｐ社の当期(×６年４月１

日から×７年３月31日)の連結貸借対照表、連結損益計算書(いずれも一部)、連結包括利益計算書を作成しなさい。 

１ Ｐ社およびＳ社の当期(×７年３月期)における個別財務諸表(一部) 

貸 借 対 照 表         (単位：千円) 

資 産 Ｐ 社 Ｓ 社 負債・純資産 Ｐ 社 Ｓ 社 

繰延税金資産 91,280 48,960 退職給付引当金 228,200 122,400 

 

損 益 計 算 書        (単位：千円) 

費 用 Ｐ 社 Ｓ 社 収 益 Ｐ 社 Ｓ 社 

退職給付費用 35,200 24,400 法人税等調整額 12,080 8,960 

２ Ｐ社及びＳ社は確定給付企業年金制度を採用している。なお、退職給付会計について税効果会計(法定実効税

率は毎期40％)を適用している。 

３ 退職給付に関する資料は答案用紙にある「退職給付に関するワークシート」に記載している。なお、数理計

算上の差異は発生年度の翌年度から10年間で費用処理している。 

４ Ｐ社は、×５年３月末にＳ社の発行済株式総数の70％を取得し、Ｓ社を子会社とした。なお、繰延税金資産

については長期・短期の区別はしない。なお、マイナスとなる項目には金額の前に「△」を付けること。 

 

第３問 

ＮＳ株式会社(年１回３月末決算)は、次のような条件で普通社債を発行している。次の[資料]にもとづいて、

下記の設問の項目の金額を計算しなさい。なお、計算上端数が生じる場合には、そのつど千円未満を四捨五入す

ること。また、解答上は社債の一年基準による分類は考えなくてよい。 

[資料] 

１．発行日：×６年４月１日  償還期限：５年 

２．額面金額：100,000千円   払込総額：94,000千円 

３．クーポン利子率：年５％  利払日：毎年３月末の年１回 

４．実効利子率：年7.35％ 

５．×７年３月31日以降、毎年度末に20,000千円ずつ５回にわたり抽選により償還する。 

６．額面総額と払込総額との差額は、すべて金利調整上の差額と認められる。 

設問：１. 償却原価法(定額法)を採用した場合、×６年度の社債利息の金額および×６年度末(償還後)の社債の 

帳簿価額を答えなさい。 

２. 償却原価法(利息法)を採用した場合、×６年度の社債利息の金額および×６年度末(償還後)の社債の

帳簿価額を答えなさい。 
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平成 27 年度
 

第141回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは、定められたところに、誤字・脱字のないよう、ていねいに

書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
第

２

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 商  業  簿  記  
     

商・会 2 - 1  

問題(25点) 

ＮＳ株式会社の平成26年度(平成26年４月１日～平成27年３月31日)に係る下記の資料にもとづき、答案用紙の

貸借対照表と株主資本等変動計算書を完成させなさい。なお、以下の点に留意すること。 

(留意点)１ 税効果会計を適用し、実効税率は40％とする。 

２ 繰延税金資産と繰延税金負債は短期・長期を区別し、相殺せずに解答すること。 

３ 計算の過程で端数が生じた場合は、最終の数値の千円未満を四捨五入すること。 

４ 貸借対照表および株主資本等変動計算書において減算を示す項目には、金額の前に△を付すこと。 

５ 資料に示した事項以外は考慮しない。 

[資料Ⅰ] 前期末における貸借対照表の純資産の部 

資本金 900,000千円

資本準備金 105,000千円

その他資本剰余金 46,600千円

利益準備金 117,000千円

圧縮積立金 各自計算

繰越利益剰余金 96,700千円

その他有価証券評価差額金 各自計算

新株予約権 各自計算

 

[資料Ⅱ]                決算整理前残高試算表         (単位：千円) 

借 方 科 目 金   額 貸 方 科 目 金   額 

現 金 預 金 504,446 電 子 記 録 債 務 9,600 

電 子 記 録 債 権 20,000 買 掛 金 7,350 

売 掛 金 26,050 貸 倒 引 当 金 240 

繰 越 商 品 41,250 建物減価償却累計額 100,125 

有 価 証 券 99,000 備品減価償却累計額 109,009 

仮 払 金 54,000 仮 受 金 20,250 

建 物 750,000 社 債 144,000 

備 品 180,000 繰 延 税 金 負 債 48,400 

機 械 装 置 300,000 資 本 金 900,000 

繰 延 税 金 資 産 800 資 本 準 備 金 105,000 

仕 入 206,250 その他資本剰余金 46,600 

販売費・一般管理費 23,913 利 益 準 備 金 117,000 

社 債 利 息 4,500 圧 縮 積 立 金 各自計算 

その他有価証券評価差額金 600 繰 越 利 益 剰 余 金 96,700 

 新 株 予 約 権 各自計算 

 売 上 424,335 

 受 取 配 当 金 2,250 

 有 価 証 券 利 息 450 

 2,210,809  2,210,809 

 

[資料Ⅲ] 決算整理事項等 

１ 当座預金について銀行勘定調整表を作成するにあたって、次の事実が判明した。 

 ⑴ 電子記録債権のうち3,000千円を銀行に2,850千円で譲渡したが未処理であった。 

 ⑵ 電子記録債権1,050千円について得意先から当座預金に振り込まれていたが、その通知が当社に未達であっ 

た。 

 ⑶ 電子記録債務1,350千円の支払いを当座預金から行ったが未処理であった。 

 ⑷ 広告料支払いのために振り出した小切手1,200千円及び買掛金支払いのために振り出した小切手750千円が

金庫に保管されたままで未渡しになっていた。 
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平成 27 年度
 

第141回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

問 題 用 紙 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

２

予

想

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・第２予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ① 

 商 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

    
 

  貸 借 対 照 表   

  平成27年３月31日現在 (単位：千円)  

 資 産 金  額 負債・純資産 金  額  

 現 金 預 金  電 子 記 録 債 務   

 電 子 記 録 債 権  買 掛 金   

 売 掛 金  未 払 金   

  貸 倒 引 当 金 △ 未 払 法 人 税 等   

 商 品  社 債   

 繰 延 税 金 資 産  繰 延 税 金 負 債   

 建 物  資 本 金   

 減価償却累計額 △ 資 本 準 備 金   

 備 品  その他資本剰余金   

 減価償却累計額 △ 利 益 準 備 金   

 機 械 装 置  圧 縮 積 立 金   

 減価償却累計額 △ 繰 越 利 益 剰 余 金   

 投 資 有 価 証 券  その他有価証券評価差額金   

 関 係 会 社 株 式  繰 延 ヘ ッ ジ 損 益   

 金 利 ス ワ ッ プ  新 株 予 約 権   

 繰 延 税 金 資 産     

 破 産 更 生 債 権 等     

  貸 倒 引 当 金 △    

      

 

株主資本等変動計算書(一部) 

自平成 26 年４月１日 至平成 27 年３月 31 日      (単位：千円)

資本金   資本準備金  

 当期首残高 ( )  当期首残高 ( )

 当期変動額    当期変動額  

  新株の発行 ( )   新株の発行 ( )

 当期末残高 ( )   剰余金の配当 ( )

    当期末残高 ( )

      

その他資本剰余金   利益準備金   

 当期首残高 ( )  当期首残高 ( )

 当期変動額    当期変動額   

  剰余金の配当 ( )   剰余金の配当 ( )

 当期末残高 ( )  当期末残高 ( )

      

繰越利益剰余金   その他有価証券評価差額金   

 当期首残高 ( )  当期首残高 ( )

 当期変動額    当期変動額   

  剰余金の配当 ( )   当期変動額(純額) ( )

  圧縮積立金の取崩し ( )  当期末残高 ( )

  当期純利益 ( )    

 当期末残高 ( )    
 

4 中綴本文2.indd   12 2015/06/26   19:44:40



受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・第２予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ② 

 会  計  学  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

    第１問 

１ ２ ３ ４ ５ 

     
 
第２問 退職給付に関するワークシート                     (単位：千円) 
[Ｐ社] 実 際 退職給付費用 年金/掛金 予 測 数理計算上の差異 実 際 
 ×６ ４/１  支払額 ×７ ３/31  ×７ ３/31 
退職給付債務 (500,000)Ｓ( 29,000) Ｐ   6,000 (545,000) 0  (545,000) 
 Ｉ( 22,000)   
    
年金資産 300,000 Ｒ  16,000  Ｐ(  6,000) 315,000 ＡＧＬ(3,000) 312,000  
  Ｃ   5,000   

未積立退職給付債務 (200,000)  (230,000)  (233,000) 
未認識数理計算上の差異 2,000 Ａ(   200) 1,800 3,000  4,800  
退職給付引当金 (198,000) ( 35,200) 5,000 (228,200) 0  (228,200) 

 
Ｓ：勤務費用 Ｐ：退職年金支払額 ＡＧＬ：数理計算上の差異の発生額 
Ｉ：利息費用 Ｃ：年金掛金支払額 Ｒ  ：期待運用収益 
Ａ：数理計算上の差異の償却額  

(単位：千円) 
[Ｓ社] 実 際 退職給付費用 年金/掛金 予 測 数理計算上の差異 実 際 
 ×６ ４/１  支払額 ×７ ３/31  ×７ ３/31 
退職給付債務 (350,000)Ｓ( 20,000) (385,400) 0  (385,400) 
 Ｉ( 15,400)   
    
年金資産 250,000 Ｒ  11,000  Ｃ   2,000 263,000 0  263,000  

未積立退職給付債務 (100,000)  (122,400)  (122,400) 
未認識数理計算上の差異 0 0  0 0  0  
退職給付引当金 (100,000) ( 24,400) 2,000 (122,400) 0  (122,400) 

 
連 結 貸 借 対 照 表 

×７年３月31日            (単位：千円) 

繰 延 税 金 資 産 退職給付に係る負債  

 退職給付に係る調整累計額  

 
連 結 損 益 計 算 書 

自×６年４月１日  至×７年３月31日      (単位：千円) 

退 職 給 付 費 用 法 人 税 等 調 整 額  

 
連結包括利益計算書  (単位：千円) 

自×６年４月１日  至×７年３月31日 
 当期純利益  200,000  
 その他の包括利益：   
  退職給付に係る調整額 ( ) 
 包括利益 ( ) 

第３問 

１． ×６年度の社債利息の金額 千円

 ×６年度末の社債の帳簿価額 千円
  

２． ×６年度の社債利息の金額 千円

 ×６年度末の社債の帳簿価額 千円

 

工・原 2 - 3  

第２問 

当社は、製品Ａと製品Ｂを共通の機械を用いて製造している。当月は、完全操業状態であり、両製品ともに市場

の最大需要量を製造し販売した。当月のデータは以下のとおりである。[資料]にもとづき各問いに答えなさい。 

 

[資料] 

１．当月の製品単価データ      （単位：円） 

 製品Ａ  製品Ｂ 

販 売 価 格 9,000  16,000

変動製造原価   

直接材料費 3,750  6,250

変動加工費 1,400  2,800

変 動 販 売 費 850  850

貢 献 利 益 3,000  6,100

 

２．直接材料は各製品に共通であり、単位原価は 2,500 円/㎏であった。 

３．変動加工費は、機械作業時間を基準に配賦しており、予定配賦率は 3,500 円/時である。 

４．当月の最大需要量は、製品Ａが 5,000 個、Ｂが 3,000 個であった。 

５．月初、月末において、仕掛品および製品在庫はない。 

 

問１ 当月の①貢献利益額と②最大機械稼働時間を求めなさい。 

問２ 来月は、製品Ａ、Ｂともに最大需要量が 10％増加すると見込まれる一方、機械の定期検査のため機械最大

稼働時間が 10％減少する見込みである。また、直接材料の単位原価が 300 円／㎏ 値下がりする。他の条件は

当月と同じであるとして、最適セールス・ミックスを前提に、来月の①Ａ製品の予定生産量、②Ｂ製品の予定

生産量、および、そのときの③貢献利益額を計算しなさい。 

 

第３問 

当社は直接標準原価計算を採用している。下記の[資料]にもとづいて、答案用紙の予算実績比較損益計算書を完

成させなさい。また、標準変動費差異に含まれる直接材料費差異および変動加工費差異を求めなさい。解答にあた

り、〔  〕内には、有利差異のときは「＋」を、不利差異のときは「△」を記入すること。 

 

[資料] 

１．販売データ 

   予算   実績   

売 上 高 ＠10,000円× 5,000 個 ＝ 50,000,000 円 ＠9,800 円× 5,500 個 ＝ 53,900,000 円

 

２．原価データ 

   予算   実績   

直接材料費 ＠1,200 円 × 10,000 ㎏ ＝ 12,000,000 円 ＠1,220 円 × 11,550 ㎏ ＝ 14,091,000 円

変動加工費 ＠1,500 円 × 15,000 時間 ＝ 22,500,000 円 ＠1,550 円 × 17,520 時間 ＝ 27,156,000 円

変動販売費 ＠  300 円 × 5,000 個 ＝ 1,500,000 円 ＠  310 円 × 5,500 個 ＝ 1,705,000 円

固 定 費  3,800,000 円   3,844,500 円

合 計  39,800,000 円   46,796,500 円

 

（注）期首・期末に、仕掛品および製品在庫はない。 
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工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは、定められたところに、誤字・脱字のないよう、ていねいに

書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
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工・原 2 - 1  

 工  業  簿  記  

問題（25点） 

当工場では、製品Ｘを連続生産しており、累加法による工程別総合原価計算を採用している。工場内には、２つ

の製造部門と３つの補助部門を有しており、加工費は、部門別計算を行っている。 

以下の原価計算関係資料にしたがって各問に答えなさい。なお、本問は、便宜上、直接材料費のデータを省略し

ているため、解答にあたっては加工費のみを答えればよい。また、差異の解答にあたっては、有利差異なら「＋」

を、不利差異なら「△」を数値に付し、差異がゼロのときは「－」を表示しなさい。 

 

[資料] 

１．部門別加工費の月間予算データ（部門共通費配賦後） 

第１製造部門 第２製造部門 動 力 部 門 修 繕 部 門 事 務 部 門 

10,998 万円 8,580 万円 3,186 万円 2,196 万円 1,440 万円 

(注１) 当工場では、製造部門ごとに予定配賦率を算定し、直接作業時間基準によって、製品に予定配賦し

ている。 

(注２) 補助部門費は、単一基準による直接配賦法によって関係部門へ予定配賦している。配賦基準は、資

料２から適切なものを選択すること。 

(注３) 上記の第１製造部門費予算のうち 9,000 万円と、第２製造部門費予算のうち 6,600 万円は固定費予

算であり、残りは変動費予算である。 

(注４) 製造部門は、補助部門から配賦された額をすべて変動費として扱う。 

 

２．補助部門費の配賦基準、月間補助部門用役消費量および製造部門の予定直接作業時間 

  第１製造部門第２製造部門 動 力 部 門 修 繕 部 門 事 務 部 門

動 力 予 定 消 費 量 ( mwh ) 1,000 800 － 200 － 

予定修繕作業時間 (時間) 1,500 3,000 500 － － 

従 業 員 数 ( 人 ) 900 540 180 180 － 

予定直接作業時間 (時間) 18,000 12,000 － － － 

 

３．当月の生産データ 

 第１工程 

(第１製造部門) 

 第２工程 

(第２製造部門)

月初仕掛品 500 ㎏ (50％)  400 ㎏ (50％)

当 月 投 入 2,900 ㎏   3,100 ㎏  

合 計 3,400 ㎏   3,500 ㎏  

減 損 0㎏   100 ㎏  

月末仕掛品 300 ㎏ (50％)  400 ㎏ (50％)

完 成 品 3,100 ㎏   3,000 ㎏ 

(注１)（  ）内の数値は加工進捗度を表す。 

(注２) 原価配分方法は、先入先出法を採用している。 

(注３) 減損は、すべて当月投入分から発生したものと仮定する。 

(注４) 減損は、すべて正常なものであり工程を通じてランダムに発生しており、減損率は安定していない。 

(注５) 減損費は別途把握せずに自動的に良品に負担させる。 

 

４．月初仕掛品原価（加工費のみ） 

 第 １ 工 程 第 ２ 工 程 

前 工 程 費 － 1,914 万円

自 工 程 費 1,250 万円 786 万円
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受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・第 2 予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

問１ 

第１製造部門 第２製造部門 

万円／時 万円／時

 

問２ 

 仕掛品－第１工程 （単位：万円） 

 月 初 仕 掛 品  1,250   工 程 完 了 品 ( )

 当 月 投 入 (  ) 月 末 仕 掛 品 ( )

  (  )  ( )

 
 仕掛品－第２工程 （単位：万円） 

 月 初 仕 掛 品     完 成 品 ( )

 前工程費  1,914   月 末 仕 掛 品 ( )

 自工程費  786   

 
 当月製造費用     

 前工程費 (  ) 

 自工程費 (  ) 

  (  )  ( )

 

問３                                              （単位：万円） 

 第１製造部門 第２製造部門 

変 動 費 予 算 差 異

固 定 費 予 算 差 異

操 業 度 差 異

製造部門費配賦差異

（単位：万円） 

 動力部門 修繕部門 事務部門 

補助部門費配賦差異  

 

問４ 

①部門別の加工費予定配賦率 

第1製造部門 第２製造部門 

万円／時 万円／時

②各部門に計上される差異                                                    （単位：万円） 

第１製造部門 第２製造部門 動力部門 修繕部門 事務部門 
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受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・第 2 予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ④ 

 原 価 計 算  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

第１問 

問１ 

① 円 ② 円 ③ ％ ④ 

 

問２ 

円

 

問３ 

 

 

問４ 

ポイント

 

 

第２問 

問１ 

① 円 ② 時間

 

問２ 

① 個 ② 個 ③ 円 

 

 

第３問 

予算実績比較損益計算書    （単位：円）

 予算 実績  

売上高 50,000,000 53,900,000  

標準変動費  

製造原価 34,500,000 ( ) 

販売費 1,500,000 ( ) 

標準貢献利益 14,000,000 ( ) 

標準変動費差異 － (〔 △ 〕  1,162,000 ) 

実際貢献利益 14,000,000 ( ) 

固定費 3,800,000 ( ) 

営業利益 10,200,000 ( ) 

 

 

直接材料費差異 〔 △ 〕    891,000 円

 

変動加工費差異 〔 △ 〕   2,406,000 円
 

円

 会    計    学  
   

商・会 3 - 3  

問題 (25点) 
第１問 

次の文章の(   )の中に適切な語句を入れなさい。 

１．オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料は、貸借対照表日後１年以内の

リース期間に係るものと、貸借対照表日後１年を超えるリース期間に係るものとに区分して(    )する。 

２．債権を債権金額より低い価額又は高い価額で取得した場合において、取得価額と債権金額との差額の性格が

金利の調整と認められるときは、(    )に基づいて算定された価額から貸倒見積高に基づいて算定された

貸倒引当金を控除した金額としなければならない。 

３．連結財務諸表作成上、数理計算上の差異の当期発生額及び過去勤務費用の当期発生額のうち、費用処理され

ない部分(未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用となる。)については、(    )に含めて計上する。  

４．将来の特定の費用又は損失であって、その発生が当期以前の事象に起因し、(    )が高く、かつ、その

金額を合理的に見積もることができる場合には、当期の負担に属する金額を当期の費用又は損失として引当金

に繰り入れ、当該引当金の残高を貸借対照表の負債の部又は資産の部に記載するものとする。 

５．「討議資料 財務会計の概念フレームワーク」においては、「資産とは、過去の取引または事象の結果として、

報告主体が支配している(    )」とされている。 

 
第２問 

当社の以下の資料にもとづいて、答案用紙に掲げる株主資本等変動計算書を作成しなさい。なお、当会計期間
は×６年４月１日から×７年３月31日までの１年である。 

 

１．×６年度および×７年度における取引 

 ⑴ ×６年４月10日 自己株式を120株消却した。なお、×５年度末において保有している自己株式は300株で

あり、平均法により単価を計算している。 

 ⑵ ×６年６月24日 定時株主総会が開催され、次のように剰余金の処分を行った。 

           配当金：？千円（繰越利益剰余金より）   利益準備金：会社法規定の額 

 ⑶ ×６年８月31日 自己株式を＠8.5千円で60株取得し、手数料として10千円を支払った。 

 ⑷ ×７年１月17日 前期末残高の新株予約権のうち25％が行使されたため、自己株式40株を処分した。 

           なお、この新株予約権の権利行使価額は、１株につき＠10.25 千円であった。 

 ⑸ ×７年５月９日 自己株式 80 株を 890 千円で処分した。 

 
第３問 

ＮＳ株式会社の当期(×７期)の以下の資料にもとづき、×７期の税効果会計の適用に係る仕訳(まとめて行うこ

と)を行うとともに、損益計算書(一部)を作成しなさい。 

１．×７期の税引前当期純利益は20,000千円であり、×６期までの法人税等の実効税率は40％とし、×７期から 

 の法人税等の実効税率は35％とする。法人税等の中間納付額はなかったものとする。 

２．将来減算一時差異項目の前期末残高および当期末残高 

 ×６期期末残高 ×７期期末残高 

棚卸資産評価損 1,000千円 1,100千円

売上債権の貸倒引当金 1,500千円 1,200千円

退職給付引当金 3,000千円 3,800千円

３．一時差異項目の課税所得への加算および減算 

 ⑴ 棚卸資産評価損の損金不算入額(追加計上額) 300千円 

 ⑵ 棚卸資産の廃棄による評価損の損金算入額  200千円 

 ⑶ 売上債権の貸倒れによる貸倒引当金認容額  700千円 

 ⑷ 貸倒引当金の損金不算入額(追加計上額)   400千円 

 ⑸ 退職給付引当金の損金不算入額(追加計上額) 800千円 

４．永久差異項目の課税所得への加算および減算 

 ⑴ 受取配当金の益金不算入額         100千円 

 ⑵ 交際費の損金不算入額           500千円 
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 商  業  簿  記  
     

商・会 3 - 1  

問題 (25点） 

東商株式会社の×７年３月決算(会計期間１年)にさいし作成した本店および当社の唯一の支店であるロサンゼ

ルス支店の決算整理前残高試算表は、[資料１]に掲げるとおりである。ただし、この残高試算表には[資料２]の

本支店間の未達事項は反映されていない。また、[資料３]は本店および支店の決算整理事項である。そこで、以

下の資料にもとづいて、次の設問に答えなさい。なお、前期末の為替相場は、１ドル当たり前期末106円、当期の

為替相場は、１ドル当たり期中平均109円、当期末112円である。税効果は考慮しないものとし、金額の計算にあ

たっては最終値において千円未満を四捨五入すること。 

問１ 答案用紙に掲げる本支店合併損益計算書を作成しなさい。 

問２ 答案用紙に掲げる本支店合併貸借対照表(一部)を作成しなさい。 

問３ 本店の総合損益勘定における繰延内部利益戻入および繰越内部利益控除の金額を求めなさい。 

[資料１]                決算整理前残高試算表 (本店は単位：千円、支店は単位：千ドル) 

借 方 科 目 本 店 ロサンゼルス支店 貸 方 科 目 本 店 ロサンゼルス支店

現 金 預 金 82,780 665 買 掛 金 52,600    ― 
売 掛 金 56,400 200 繰 延 内 部 利 益 各自計算    ― 

繰 越 商 品 207,000 63 貸 倒 引 当 金 470 2 

売買目的有価証券 16,000    ― 建物減価償却累計額 648,000 810 

建 物 1,550,000 9,000 備品減価償却累計額 315,000    ― 

備 品 525,000    ― 本 店    ― 8,469 

満期保有目的債券 14,250    ― 資 本 金 各自計算    ― 
そ の 他 有 価 証 券 58,000    ― 資 本 準 備 金 150,000    ― 

長 期 貸 付 金 25,000    ― 利 益 準 備 金 120,000    ― 

前 払 年 金 費 用 800    ― 繰 越 利 益 剰 余 金 59,540    ― 

支 店 920,370    ― 売 上 1,200,000 1,830 

仕 入 873,000    ― 支 店 へ 売 上 127,062    ― 

本 店 よ り 仕 入    ― 1,143 受 取 利 息 配 当 金 1,700    ― 

販売費・一般管理費 283,000 40 有価証券評価損益 750    ― 

減 価 償 却 費 63,900    ―    

 4,675,500 11,111  4,675,500 11,111 

[資料２] 商品に関する事項 

１．東商株式会社が取り扱っている商品は、本店が外部の仕入先より＠180千円で仕入れ、外部の得意先に＠300

千円で売り上げるとともに、ロサンゼルス支店に＠1.8千ドルで売り上げている。ロサンゼルス支店は本店から

仕入れた商品を外部の得意先に＠３千ドルで売り上げている。仕入および販売単価は毎期一定である。 

２．本店およびロサンゼルス支店における商品の期首および当期仕入数量は以下のとおりである。 

⑴ 期首商品棚卸高：本店1,150個、ロサンゼルス支店35個 

なお、ロサンゼルス支店にある商品は前期末に本店より仕入れたものである。 

⑵ 当期商品仕入高および売上高 

①本店の外部仕入高：4,850個 

②本店の外部売上高：4,000個、支店の外部売上高：610個 

③本店から支店への売上高：650個（未達商品を含む） 

 なお、本店は当期末に支店へ商品を15個売り上げたが、ロサンゼルス支店に未達である。 

[資料３] 決算整理事項等 

１．本店およびロサンゼルス支店における商品の期末数量および換算に関する事項は以下のとおりである。 

⑴ 期末商品棚卸高：本店1,350個、ロサンゼルス支店60個（未達商品を除く） 

   ロサンゼルス支店の期末商品は×７年２月１日(１ドル当たり107円)に本店より仕入れたものである。 

   なお、棚卸減耗および商品の収益性の低下は生じていないものとする。 

 ⑵ 本店がロサンゼルス支店に売り上げた商品については、売上時の為替レートで換算し、支店の外部売上高

および販売費・一般管理費については、期中平均レートで換算することとする。ロサンゼルス支店の商品に

含まれる繰延内部利益は、円換算額と本店の外部仕入価額との差額で算定する。 

２．本店および支店ともに、一般債権については貸倒実績率法により、貸倒懸念債権についてはキャッシュ・フ

ロー見積法により貸倒引当金を計上（差額補充法）する。 
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平成 27 年度
 

第141回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

問 題 用 紙 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

３

予

想

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・第３予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ① 

 商 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 
 
問１ 

損 益 計 算 書 

            自×６年４月１日 至×７年３月31日      (単位：千円) 

Ⅰ 売 上 高     (  )

Ⅱ 売 上 原 価       

 １ 期 首 商 品 棚 卸 高  ( )    

 ２ 当 期 商 品 仕 入 高  ( )    

合    計  ( )    

 ３ 期 末 商 品 棚 卸 高  ( ) (  )

売 上 総 利 益    (  )

Ⅲ 販売費及び一般管理費       

 １ 販売費・一般管理費  ( )    

 ２ 貸 倒 引 当 金 繰 入  ( )    

 ３ 減 価 償 却 費  ( )    

 ４(            )  ( ) (  )

営 業 利 益    (  )

Ⅳ 営 業 外 収 益       

 １ 受 取 利 息 配 当 金   1,700     

 ２(            )  ( )    

 ３(            )  ( ) (  )

Ⅴ 営 業 外 費 用       

 １ 支 払 利 息  ( )     

 ２(            )  ( )     

 ３(            )  ( )  (  )

経 常 利 益    (  )

Ⅵ 特 別 損 失       

 １(            )  ( )     

 ２(            )  ( )  (  )

税 引 前 当 期 純 利 益    (  )

法人税、住民税及び事業税     (  )

当 期 純 利 益    (  )

問２ 

貸 借 対 照 表(一部) 

 ×７年３月31日 (単位：千円)

資 産 の 部 負 債 の 部 

Ⅰ 流 動 資 産       Ⅰ 流 動 負 債       

 現 金 預 金     ( )  リ ー ス 債 務     ( )

Ⅱ 固 定 資 産        未払法人税等     ( )

  建     物  ( )   Ⅱ 固 定 負 債      

  減価償却累計額  (△ )  ( )  リ ー ス 債 務     ( )

  備     品  ( )     退職給付引当金     ( )

  減価償却累計額  (△ )  ( )      

  リ ー ス 資 産  ( )         

  減価償却累計額  (△ )  ( )  

問３ 

 繰延内部利益戻入   (       )千円  

 繰延内部利益控除   (       )千円   
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受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・第３予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ② 

 会  計  学  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 
第１問 

１  ２  ３  

４  ５    

 

第２問 

 
株 主 資 本 等 変 動 計 算 書 

 ×６年４月１日～×７年３月31日 (単位：千円)

 
株 主 資 本 

評価・換算 

新株予約権
 差 額 等 

 
資 本 金 資本準備金 

その他資本
利益準備金

繰 越 利 益
自 己 株 式 

その他有価証券 

 剰 余 金 剰 余 金 評価差額金 

当期首残高 80,000 1,750 6,000 11,500 69,500 △3,750 120 320

 当期変動額    

 剰余金の配当  250   

 当期純利益  8,000   

 自己株式の取得    

 自己株式の処分    

 自己株式の消却    

 株主資本以外の 

項目の当期変動額(純額) 

  
△680 

当期変動額合計   △680 

当期末残高    

株主資本等変動計算書の金額が減少となる場合には数字の頭に△を付すこと。 

 

第３問 

    税効果会計の適用に係る仕訳                     (単位：千円) 

借 方 科 目 金  額 貸 方 科 目 金  額 

    

 

             損 益 計 算 書       (単位：千円) 

   ：    ：  

税引前当期純利益    20,000  

法人税、住民税及び事業税 ( )    

法人税等調整額 ( ) (  ) 

当期純利益    (  ) 

 
 

工・原 3 - 3  

[資料] 

１．第１工程に原料Ｘ（4,400 円／㎏）を 1,000 ㎏投入すると、工程の終点で、連産品Ａが 500 ㎏、連産品Ｂが

400 ㎏、副産物Ｚが 100 ㎏産出される。このときの加工時間は 4,600 時間である。 

２．第２工程に連産品Ａを 500 ㎏投入すると、工程の終点で、製品Ｃが 500 ㎏産出される。このときの加工時間

は 1,900 時間である。また、第３工程に連産品Ｂを 400 ㎏投入すると、工程の終点で、製品Ｄが 300 ㎏と製品

Ｅが 100 ㎏産出される。このときの加工時間は 3,100 時間である。 

３．各工程の加工費は、加工時間を基準として予定配賦している。なお、その全工程にわたる総括配賦率は、 

1,000 円／時（うち変動費率 600 円／時）である。また、各工程の加工時間は、各工程の投入量に比例する。 

４．投入量を変更しても各連産品、各製品、副産物の産出量の比率は変わらないものとする。 

５．副産物の会計処理は、原価計算基準で示された原則的な処理による。 

６．各期末において、仕掛品在庫はなく、製品在庫も持たない。 

７．製品Ｃ、Ｄ、Ｅおよび副産物Ｚの正常市価、市場需要は次のとおりである。なお、各連産品には市場がない

ものとする。 

 製品Ｃ 製品Ｄ 製品Ｅ 副産物Ｚ 

正常市価 20,000 円／㎏ 24,000 円／㎏ 28,000 円／㎏ 1,800 円／㎏ 

市場需要 500kg 400kg 100kg 製造分全量販売可 

 

問１ 物量（重量）を基準に連結原価を配賦し、各製品の単位原価および製品別の売上総利益を計算しなさい。 

問２ 製品Ｅは、そのままでも販売可能であるが、さらに追加加工をほどこすことで、より価値の高い製品Ｆにす

ることができる。追加加工に要する加工時間は 製品Ｅの投入量１㎏あたり 10時間であり、加工費の配賦率は

1,000 円／時（うち変動費率 600 円／時）である。なお、工程の終点で投入量の 50％が減損する。 

 次の会話は、追加加工の可否についての会議である。カッコ内に入る適切な語句または数値を答案用紙に

記入しなさい。なお、会議は、問１の計算結果にもとづいて行われている。語句は語群から選択すること。 

販売部長 「製品Ｆは、市場で高い評価を得ており、60,000 円／㎏と大変高額で販売可能です。したが

って、計画生産量を前提とすれば、売上は（  ①  ）万円となり、これが製品Ｆを販売

することによる差額収益と考えられます。一方で、製品Ｅの製造原価は（  ②  ）万円、

さらに追加加工費は、変動費のみで計算して、（  ③  ）万円、差額原価はこれらの合

計です。したがって、差額原価収益分析によれば、差額利益は（  ④  ）万円の

（  ⑤  ）となり、追加加工を行うべき（  ⑥  ）と考えられます。」 

経理課長 「ちょっと、待ってください。その計算には誤りがあります。まず、この意思決定において

製品Ｅの製造原価は、（  ⑦  ）です。したがって、（  ②  ）万円は、計算から除

外すべきです。さらに、製品Ｆを生産することは、言い換えれば、製品Ｅによって得られた

売上を失うことでもあります。これを（  ⑧  ）ととらえて、その額（  ⑨  ）万

円を計算に入れるべきです。したがって、正しくは、本案の差額利益は、（  ⑩  ）万

円の（  ⑪  ）となり、追加加工は行うべき（  ⑫  ）と思われます。」 

語群 

標準原価 機会原価 売上原価 製造原価 製品原価 埋没原価 

マイナス プラス ではない である   

 

問３ 分離点における見積正味実現可能価額を基準に連結原価を配賦し、製品別の売上総利益を計算しなさい。

分離点における見積正味実現可能価額とは、最終製品の市価から分離点後の正常個別費を控除した金額である。

なお、問２は考慮外とする（以下、問５まで同様）。 

問４ 問３の見積正味実現可能価額を修正し、製品別売上総利益を工場全体の売上総利益率に一致させる方法に

より連結原価を配賦することにした。この場合の連産品ＡとＢに配賦される連結原価配賦額を計算しなさい。 

問５ 生産計画が確定したあとで、製品Ｅについて、30,000 円／㎏で、50㎏購入したいという特別注文が入っ

た。当工場には十分な生産能力があり、原料調達も問題なく行えるものと仮定して、この特別注文を受ける案

はいくら有利かまたは不利か、答案用紙にしたがって解答しなさい。なお、この特別注文を受けても、原料Ｘ

の購入単価、加工費の変動費率、固定費総額は変わらないものとする。 
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平成 27 年度
 

第141回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは、定められたところに、誤字・脱字のないよう、ていねいに

書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

３

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 

工・原 3 - 1  

 工  業  簿  記  

問題（25点） 

当社は、製品Ａ、Ｂ、Ｃの３種類の製品を製造・販売しており、実際組別総合原価計算を採用している。直接材

料費は実際単価で、直接労務費は予定賃率で、製造間接費は直接作業時間を配賦基準とする予定配賦率で計算して

いる。 

製造部門は基板製造部門と組立加工部門の２つがあり、基板製造部門で製品Ａ、Ｂ、Ｃに必要な基板を製造し、

組立加工部門で製品の組立を行っている。 

以下の[資料]にもとづき、下記の問いに答えなさい。 

 

[資料] 

１．製品別基板および材料仕様書 

 

製品１個あたり必要量 

製品Ａ 製品Ｂ 製品Ｃ 

基 板 Ａ １枚  

基 板 Ｂ １枚 

基 板 Ｃ  １枚

共 通 部 品 １個 １個 １個

買 入 部 品 Ａ １個  

買 入 部 品 Ｂ ２個 

買 入 部 品 Ｃ  ２個

配 線 用 金 属 0.4ｇ 0.5ｇ １ｇ

梱 包 材 １セット １セット １セット

 

２．基板別材料仕様書 

 

基板１枚あたり必要量 

基板Ａ 基板Ｂ 基板Ｃ 

基 板 用 素 材 １㎏ １㎏ 1.5 ㎏

基板取付部品Ｘ ３個 ２個 ２個

基板取付部品Ｙ １個 ３個 ５個

基板取付部品Ｚ ２個 ２個 １個

 

３．当月材料購入関係 

実際購入単価 購入量 

基 板 用 素 材 400 円／㎏ 5,250 ㎏

基板取付部品Ｘ 50 円／個 11,250 個

基板取付部品Ｙ 80 円／個 11,750 個

基板取付部品Ｚ 100 円／個 8,100 個

共 通 部 品 200 円／個 4,800 個

買 入 部 品 Ａ 220 円／個 2,050 個

買 入 部 品 Ｂ 300 円／個 3,250 個

買 入 部 品 Ｃ 250 円／個 1,850 個

配 線 用 金 属 300 円／ｇ 2,700ｇ

梱 包 材 400 円／セット 4,750 セット

（注）材料の月初在庫はなかった。 

 

４．生産データ関係 

月初仕掛品 当月完成品 月末仕掛品

基 板 Ａ 200 枚 2,000 枚 200 枚

基 板 Ｂ 180 枚 1,600 枚 80 枚

基 板 Ｃ 120 枚 960 枚 160 枚

製 品 Ａ － 2,000 個 － 

製 品 Ｂ － 1,600 個 － 

製 品 Ｃ － 900 個 － 

（注）月初仕掛品、月末仕掛品ともに、加工進捗度は、

すべて 50％として計算する。 

 

５．月初仕掛品原価 

 直 接 材 料 費 加 工 費

基 板 Ａ 169,000 円 53,900 円

基 板 Ｂ 172,020 円 66,440 円

基 板 Ｃ 145,900 円 293,200 円

合 計 486,920 円 413,540 円

 

６．当月販売関係 

販売量 販売単価 

製 品 Ａ 2,000 個 4,900 円／個

製 品 Ｂ 1,600 個 6,500 円／個

製 品 Ｃ 900 個 8,000 円／個

 

７．当月の材料および基板の実際正味払出量 

基 板 用 素 材 5,100 ㎏ 

基板取付部品Ｘ 11,000 個 

基板取付部品Ｙ 11,730 個 

基板取付部品Ｚ 8,040 個 

基 板 Ａ 2,000 枚 

基 板 Ｂ 1,600 枚 

基 板 Ｃ 900 枚 

共 通 部 品 4,508 個 

買 入 部 品 Ａ 2,000 個 

買 入 部 品 Ｂ 3,206 個 

買 入 部 品 Ｃ 1,812 個 

配 線 用 金 属 2,550ｇ 

梱 包 材 4,500 セット 
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平成 27 年度
 

第141回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

問 題 用 紙 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
ウ

ラ

予

想

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・第 3 予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

問１ 

 基 板 Ａ 基 板 Ｂ 基 板 Ｃ 

月 末 仕 掛 品 円 円 円 

完成品総合原価 2,640,000 円 円 円 

単 位 原 価 円 円 円 

 
問２ 

 仕掛品－基板製造工程 （単位：円）

 月 初 仕 掛 品 ( ) 次工程への振替額 (  )

 材 料 費 ( ) 半 製 品 (  )

 労 務 費 ( ) 月 末 仕 掛 品 (  )

 製 造 間 接 費 ( )    

  ( )  (  )

 

 仕掛品－組立加工工程 （単位：円）

 前工程からの振替額 ( ) 製 品 (  )

 材 料 費 ( ) 

 

  

 労 務 費 ( )   

 製 造 間 接 費 ( )   

  ( )  (  )

 

問３ 

 製 品 Ａ 製 品 Ｂ 製 品 Ｃ 

単 位 原 価 円／個 円／個 円／個 

売 上 総 利 益 円 円 円 
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受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・第 3 予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ④ 

 原 価 計 算  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

問１ 

製 品 Ｃ 製 品 Ｄ 製 品 Ｅ 

単位あたり製造原価 円／㎏ 円／㎏ 円／㎏

売 上 総 利 益 円 円 円

 

問２ 

① 万円 ② 万円 ③ 万円 ④ 万円

⑤  ⑥  ⑦  ⑧  

⑨ 万円 ⑩ 万円 ⑪  ⑫  

 

問３ 

製 品 Ｃ 製 品 Ｄ 製 品 Ｅ 

円 円 円

 

問４ 

連 産 品 Ａ 連 産 品 Ｂ 

円 円

 

問５ 

特別注文の受注は、 円 だけ（ 有利 ・ 不利 ）であるため、 

受注すべきで（ ある ・ ない ）。 

（注）（  ）内は、適切な語句を◯で囲みなさい。  

商・会 4 - 3  

２．研究開発費は、すべて発生時に費用として処理しなければならず、費用として処理する方法には、一般管理 

費として処理する方法と(    )として処理する方法がある。 

３．連結キャッシュ・フロー計算書が対象とする資金の範囲は、(    )である。 

４．固定資産を自家建設した場合には、建設に要する借入資本の利子で稼働前の期間に属するものは、これを 

(    )に算入することができる。 

５．資本取引と(    )とを明瞭に区別し、特に資本剰余金と利益剰余金とを混同してはならない。 

 

第２問 

次の資料にもとづいて、下記の問いに答えなさい。なお、それぞれ独立した問いとする。 

東京商事株式会社(以下、東京商事とする)の平成27年３月31日の貸借対照表は次のとおりである。 

貸借対照表     (単位：千円) 

Ｘ 事業資 産 300,000 Ｘ 事業負 債 190,000 

Ｙ 事業資 産 1,120,000 Ｙ 事業負 債 700,000 

そ の他資 産 9,000,000 そ の他負 債 3,600,000 

 資 本 金 5,000,000 

 利 益剰余 金 930,000 

 10,420,000  10,420,000 

上記項目の時価は、次のとおりである。 

Ｘ事業資産：    320,000千円、Ｘ事業負債： 190,000千円 

Ｙ事業資産：1,160,000千円、Ｙ事業負債： 700,000千円 

その他資産：9,100,000千円、その他負債：3,600,000千円 

問１ 東京商事(３月末日決算)は、平成27年３月31日付けで分社型の会社分割(吸収分割)を行い、Ｘ事業を静岡 

株式会社に移転した。対価は現金140,000千円である。東京商事と静岡株式会社の個別財務諸表上の仕訳をそ 

れぞれ示しなさい。なお、静岡株式会社は東京商事の子会社にも関連会社にも該当しない。 

問２ 問１において、静岡株式会社が東京商事の子会社であった場合の、東京商事の事業移転損益の金額と静岡 

株式会社ののれんの金額を答えなさい。 

問３ 東京商事は横浜建設の株式の40％(横浜建設発行株式1,000株のうち400株を480,000千円で購入)を保有し

ている。東京商事は平成27年３月31日付けで分社型の会社分割(吸収分割)を行い、Ｙ事業を横浜建設に移転

した。対価として横浜建設は新株300株(事業分離日の時価は＠1,520千円)を発行(全額資本金とする。)し、

これにより横浜建設は東京商事の子会社となった。東京商事の子会社株式の金額(合計額)と横浜建設が計上

する増加資本金の金額を答えなさい。 

問４ 広島物産株式会社は、平成27年３月31日付けで東京商事を吸収合併し、その他資産およびその他負債を受

け入れるとともに、東京商事の株主に広島物産株式会社の株式(時価＠2,650千円)を2,000株交付した。広島

物産株式会社ののれんの金額を答えなさい。 

なお、増加する資本は、半額を資本金、半額をその他資本剰余金とし、広島物産株式会社は東京商事の研

究開発プロジェクトを識別可能資産として計上する。その評価額は100,000千円であった。また、合併にあた

り外部アドバイザーに支払った手数料は5,000千円であり、現金で支払った。 

 

第３問 

当社が請け負ったＮ工事(請負金額：30,000百万円)に関する下記資料に基づき、⑴工事完成基準、⑵工事進行

基準(原価比例法)のそれぞれを採用した場合における、第２期～第４期の完成工事高、完成工事原価及び完成工

事総利益を答えなさい。 

[資料] 工事原価 

 第１期 第２期 第３期 第４期 

当期の実際発生額 5,520百万円 14,760百万円 4,680百万円 6,240百万円

次期以降の見積額 22,080百万円 10,920百万円 6,240百万円 ― 

注１ 見積工事原価総額は第２期において変更している。 

２ Ｎ工事は第４期に完成・引渡し済みである。 
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(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは、定められたところに、誤字・脱字のないよう、ていねいに

書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 
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 商  業  簿  記  
 

商・会 4 - 1  

問題 (25点) 

ＮＳ商事株式会社の平成27年３月期（平成26年４月１日～平成27年３月31日）にかかる下記の資料にもとづき、

答案用紙にある決算整理後残高試算表を作成しなさい。 

［解答上の注意］ 

１．税効果会計は、法定実効税率を40％として適用する。繰延税金資産と繰延税金負債は相殺しない。 

２．計算の過程で端数が出る場合は、そのつど千円未満を四捨五入(割賦販売を除く)すること。 

[資料１] 

                 決算整理前残高試算表         (単位：千円) 

現 金 預 金 213,810 支 払 手 形 128,450 

受 取 手 形 95,800 買 掛 金 228,130 

売 掛 金 162,300 社 債 59,118 

割 賦 売 掛 金 478,200 資 産 除 去 債 務 15,525 

仮 払 金 73,600 繰 延 割 賦 売 上 利 益 127,720 

繰 越 商 品 71,100 貸 倒 引 当 金 11,860 

積 送 品 13,800 売 上 割 戻 引 当 金 21,750 

繰 延 積 送 諸 掛 360 返 品 調 整 引 当 金 26,100 

有 価 証 券 ？ 建物減価償却累計額 434,700 

建 物 1,050,000 備品減価償却累計額 30,000 

備 品 180,000 車両減価償却累計額 40,000 

車 両 90,000 資 本 金 1,200,000 

土 地 800,000 利 益 準 備 金 150,000 

ソ フ ト ウ ェ ア 10,875 繰 越 利 益 剰 余 金 330,518 

投 資 有 価 証 券 ？ 一 般 売 上 1,573,900 

繰 延 税 金 資 産 6,198 積 送 品 売 上 ？ 

仕 入 1,758,850 割 賦 売 上 628,800 

販 売 費 60,300 有 価 証 券 利 息 1,000 

一 般 管 理 費 82,500   

積 送 諸 掛 16,530   

社 債 利 息 1,500   

 ？ ？ 

 

[資料２] 決算整理事項等および参考事項 

１．当社では、単一の商品を取り扱い、その商品について一般販売のほか割賦販売(毎期一般販売の20％増しの価

額)と委託販売(毎期一般販売の10％増しの価額)を行っている。なお、試算表の一般売上は、売上割戻23,800

千円(うち前期販売分11,100千円)と売上戻り34,300千円(うち前期販売分15,500千円)を控除した金額である。 

２．当期中における割賦販売に関するデータは、以下のとおりである。②と③については処理済みであるが、④

については未処理である。④については貸倒れの処理を行うこと。割賦販売の収益認識基準としては、回収基

準を採用している。 

 前期以前引渡分  当期引渡分  

 ① 期首割賦売掛金残高 319,300千円 ― 千円 

 ② 商品引渡 ― 千円 628,800千円 

 ③ 割賦売掛金回収分 165,900千円 304,000千円 

 ④ 代金回収不能につき割賦品を取り戻した分 1,800千円 ― 千円 

   (取戻し品評価額) ( 710千円 ) ( ― 千円 ) 

３．委託販売については、積送時に仕入勘定から積送品勘定に振り替え、売上原価はその都度法により処理して

いる。期首積送品は12,000千円(当期中に販売済)、当期積送高は157,200千円であった。なお、発送時の諸掛は

積送品原価には算入せず積送諸掛勘定で処理し、先入先出法により期末に未販売の積送品に対応する分を繰延

積送諸掛勘定に振り替えることとしている。決算整理前残高試算表の積送諸掛勘定には発送諸掛のほかに、販

売諸掛12,600千円が含まれている。 
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受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ① 

 商 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

     
 

       決算整理後残高試算表  

  平成27年３月31日 (単位：千円) 

 借 方 科 目 金  額 貸 方 科 目 金  額 

 現 金 預 金  支 払 手 形  

 受 取 手 形  買 掛 金  

 売 掛 金  繰 延 割 賦 売 上 利 益  

 割 賦 売 掛 金  未 払 金  

 繰 越 商 品  未 払 法 人 税 等  

 積 送 品  貸 倒 引 当 金  

 繰 延 積 送 諸 掛  返 品 調 整 引 当 金  

 有 価 証 券  売 上 割 戻 引 当 金  

 建 物  建物減価償却累計額  

 備 品  備品減価償却累計額  

 車 両  車両減価償却累計額  

 土 地  資 産 除 去 債 務  

 ソ フ ト ウ ェ ア  繰 延 税 金 負 債  

 繰 延 税 金 資 産  資 本 金  

 投 資 有 価 証 券  利 益 準 備 金  

 破 産 更 生 債 権 等  繰 越 利 益 剰 余 金  

 仕 入  その他有価証券評価差額金  

 販 売 費  一 般 売 上  

 一 般 管 理 費  割 賦 売 上  

 積 送 諸 掛  積 送 品 売 上  

 商 品 評 価 損  繰延割賦売上利益戻入  

 棚 卸 減 耗 損  有 価 証 券 評 価 損 益  

 売上割戻引当金繰入  有 価 証 券 利 息  

 返品調整引当金繰入  社 債 償 還 益  

 繰延割賦売上利益控除  法 人 税 等 調 整 額  

 減 価 償 却 費    

 利 息 費 用    

 貸 倒 引 当 金 繰 入    

 ソ フ ト ウ ェ ア 償 却    

 社 債 利 息    

 法 人 税 等    
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受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ② 

 会  計  学  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 
第１問 

１  ２  ３  

４  ５    

 
第２問 

問１ 

 東京商事                              (単位：千円) 

借 方 科 目 金  額 貸 方 科 目 金  額 

    

現 金 預 金    

 静岡株式会社                            (単位：千円) 

借 方 科 目 金  額 貸 方 科 目 金  額 

Ｘ 事 業 資 産    

  現 金 預 金  

問２ 

東京商事の事業移転損益の金額  千円 

事業移転損失の場合には、金額の前に△印を付けること。 

静岡株式会社ののれんの金額  千円 

 負ののれんの場合には、金額の前に△印を付けること。 

問３ 

東京商事の子会社株式の金額  千円 

 

横浜建設が計上する増加資本金の金額  千円 

問４ 

広島物産株式会社ののれんの金額  千円 

 負ののれんの場合には、金額の前に△印を付けること。 

 
第３問 

(注) 金額が零となる場合には「 0 」と記入すること。また、完成工事総利益欄の金額がマイナスとなる 

場合には、数字の頭に「△」を付すこと。 

⑴ 工事完成基準 

  第２期 第３期 第４期 

完 成 工 事 高 ： (       )百万円 (       )百万円 (       )百万円

完成工事原価 ： (       )百万円 (       )百万円 (       )百万円

完成工事総利益 ： (       )百万円 (       )百万円 (       )百万円

 

⑵ 工事進行基準 

  第２期 第３期 第４期 

完 成 工 事 高 ： (       )百万円 (       )百万円 (       )百万円

完成工事原価 ： (       )百万円 (       )百万円 (       )百万円

完成工事総利益 ： (       )百万円 (       )百万円 (       )百万円

 

工・原 4 - 3  

４．その他のデータ 

流動負債は無利子負債、固定負債は有利子負債である。また、Ａ事業部の他人資本コストは８％、株主資

本コストは 12.5％である。投下資本、加重平均資本コストは、有利子負債および純資産によって算定する。 

 

問１ 次の文章のａからｍの空欄に入る用語または数値を答えなさい。用語は下記の語群から選択すること。 

① Ａ事業部の加重平均資本コストは（ ａ ）％である。 

② 事業部長の業績評価において、重視すべき概念は（ ｂ ）である。したがって、事業部長の業績測定

の基礎データとして適切な利益と投資額は、（ ｃ ）と（ ｄ ）である。 

③ 上記②の利益と投資額を用いたとしても、事業部長の業績指標に（ ｅ ）を採用した場合、事業部長

は、全社的な利害と一致しない行動をとる可能性がある。例えば、Ａ事業部長の現在の（ ｅ ）は

（ ｆ ）％であるが、新規投資プロジェクトを採用すると、その業績指標は現状よりも（ ｇ ）ポイン

ト低下してしまうため、Ａ事業部長はそれを採用しない可能性がある。一方で、新規投資プロジェクトを

全社的な観点から評価すると、プロジェクト自体の持つ（ ｅ ）は、（ ｈ ）％であり、当社の加重平

均資本コストを上回っている。したがって、この新規投資プロジェクト採用されるべきである。 

④ この状況は、業績指標に（ ｉ ）を採用することで回避可能である。上記②の利益と投資額にもとづ

くＡ事業部長の現在の（ ｉ ）は（ ｊ ）万円であるが、新規投資プロジェクトを採用すると、（ ｋ ）

万円に増加するためである。 

⑤ 一方、事業部自体の業績評価において、重視すべき概念は、（ ｌ ）である。したがって、事業部自体

の業績測定尺度として適切な利益は、（ ｍ ）である。 

語群 

管 理 可 能 性 評 価 可 能 性 投 資 可 能 性 追 跡 可 能 性 

回 収 期 間 残 余 利 益 投下資本利益率 正 味 現 在 価 値 

収 益 性 指 数 変動製造マージン 貢 献 利 益 管 理 可 能 利 益 

事業部貢献利益 事 業 部 純 利 益 総 投 資 額 管理可能投資額 

 

問２ 次の文章のｎとｏの空欄に入る文章を簡潔に答えなさい。 

本社費は、事業部長にとって管理不能であり、また、恣意性の介入のおそれから、配賦すべきでないとい

う意見がある。一方、（ ｎ ）や（ ｏ ）というメリットを考慮して、配賦すべきという意見もある。 

 

第２問 

Ｂ事業部で生産販売している部品Ｘは市場で大変人気がある一方、Ｃ事業部で生産販売している部品Ｙは、市場

自体が衰退気味である。そこで、Ｃ事業部長は、Ｃ事業部において部品Ｘに加工を施して新製品として販売する計

画を立案し、Ｂ事業部長に「来期より、部品ＸをＣ事業部に融通してもらえないだろうか」と申し出た。Ｂ事業部

長は、これを了解し、内部振替価格を提示した。[資料]にもとづき各問に答えなさい。 

 

[資料] 

部品Ｘに関するデータ（費用は、10 万個の製造販売を前提としている） 

市 場 価 格 ： 15,000 円／個 固 定 加 工 費 ： 1,500 円／個

直 接 材 料 費 ： 6,000 円／個 変 動 販 売 費 ： 600 円／個

変 動 加 工 費 ： 2,000 円／個 固定販売費および一般管理費 ： 3,000 万円

 

問１ 部品Ｘは競争市場が存在する。それを前提にしたとき、事業部制のもとでの意思決定や業績測定に役立つと

いう観点から最良と思われる内部振替価格を求めなさい。 

問２ 問１の前提のもと、内部振替には変動販売費は発生しないとき、それを考慮した内部振替価格を求めなさい。 

問３ 来期に限り社内政策的な観点から、Ｂ事業部は、Ｃ事業部からの受注によって短期的に損失の出ない内部振

替価格を提示することになった。その内部振替価格を求めなさい。なお、Ｂ事業部には、Ｃ事業部に供給する

だけの十分な生産余力がある。また、内部振替には変動販売費は発生しないものとする（問４も同様）。 

問４ 仮にＢ事業部がすでにフル操業状態にあるとして、Ｃ事業部からの受注によって短期的に損失の出ない内部

振替価格を提示するときの内部振替価格を求めなさい。 
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工・原 4 - 1  

 工  業  簿  記  

問題（25 点） 

当社は、実際部門別個別原価計算を採用している。次の[資料]にもとづき、下記の各問に答えなさい。 

 

[資料] 

１．当月製造実績 

 ＃1001 ＃1002 ＃1003 ＃1002-1 

直 接 材 料 消 費 量 － 1,500 ㎏ 1,400 ㎏ － 

第１製造部門直接作業時間 130 時間 330 時間 240 時間 － 

第２製造部門直接作業時間 380 時間 390 時間 185 時間 25時間 

(注１) ＃1001 は、先月に着手し、当月中に全量が完成した。＃1002 と＃1003 は、当月に着手した。月末

において、＃1002 は完成したが、＃1003 は第２製造部門にて仕掛中である。 

(注２) ＃1002-1 は、第２製造部門において、＃1002 の一部に補修可能な仕損が発生したために発行した

補修製造指図書である。当該仕損は、＃1002 の仕様にもとづくものではなく、当該部門においては、

他の製造指図書でも発生する可能性のあるものである。 

２．材料費に関する資料 

月初有高 420 ㎏(405,600 円)、当月実際購入高 2,880 ㎏(2,894,400 円)、 

月末有高 360 ㎏(実地棚卸量) 

 (注１) 直接材料費は、月次総平均法によって計算された実際消費額を製造指図書に賦課している。なお、

直接材料は、すべて第１製造部門への出庫である。また、間接材料の出庫はない。 

(注２) 棚卸減耗のうち、20％は異常なものと判断された。残りは正常である。 

３．労務費に関する資料 

直接工の賃金は、部門別の予定賃率を使用して計算している。なお、原価計算期間は歴日の１カ月間であ

るが、給与計算期間は、前月 21日より当月 20日までである。 

⑴ 直接工賃金予算額（年間） 

第１製造部門 
基本給 加給金 

第２製造部門 
基本給 加給金 

16,800,000 円 4,200,000 円 26,400,000 円 6,600,000 円

(注) 加給金には、定時間外作業手当は含まれていない。 

⑵ 直接工予定勤務時間等（年間） 

 予定勤務時間 予定就業時間 予定直接作業時間

第１製造部門 12,000 時間 10,500 時間 8,400 時間

第２製造部門 16,500 時間 15,000 時間 12,000 時間

⑶ 直接工賃金支給額等 

 当月現金支給額 当月預り金 前月未払賃金 

第１製造部門 1,404,000 円 396,000 円 685,000 円

第２製造部門 2,160,000 円 610,000 円 1,070,000 円

(注) 預り金は、源泉徴収税額と社会保険料である。当月未払賃金は、予定賃率を使用して計算すること。 

⑷ 当月の直接工の実際勤務時間（10/１～10/31） 

 直接作業時間 間接作業時間 手待時間 休憩時間 

第１製造部門 700 時間 110 時間 70時間 115 時間 

第２製造部門 980 時間 160 時間 100 時間 125 時間 

(注)両製造部門の手待時間には、定時間内作業中の異常事態によるものが、ともに 20 時間含まれている。 

⑸ 当月の直接工の出勤状況 

 定時間内作業時間 定時間外作業時間 合 計 

第１製造部門 
 10/１～10/20 540 時間 0時間 540 時間 

 10/21～10/31 300 時間 40時間 340 時間 

第２製造部門 
 10/１～10/20 755 時間 0時間 755 時間 

 10/21～10/31 405 時間 80時間 485 時間 

(注)定時間外作業手当は、予定賃率の 25％を乗じて計算し、製造間接費として処理する。 
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 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

問１                                       （単位：円） 
＃1001 ＃1002 ＃1003 ＃1002-1 計 

前 月 繰 越 1,534,000 － － － 1,534,000

直接材料費 － － 

直接労務費   

製造間接費   

合 計   

備 考  完成  完成  仕掛中 ( ① )へ振替 － 

①に入る用語を選択し○で囲みなさい。 
＃1002 材料費 労務費 第１製造部門 第２製造部門 仕掛品 損益 

 

問２ 
 

 
 賃 金 （単位：円）

諸 口 (  ) 未 払 賃 金 ( )

未 払 賃 金 (  ) 仕 掛 品 ( )

賃 率 差 異 (  ) 第１製造部門 ( )

    第２製造部門 ( )

   損 益 ( )

   賃 率 差 異 ( )

 (  ) ( )
 

 第２製造部門 （単位：円）

諸 口 (  ) 仕 掛 品 ( )

事 務 部 門 (  ) 配 賦 差 異 ( )

動 力 部 門 (  )

 修 繕 部 門 (  )

配 賦 差 異 (  )

 (  )  ( )

（注）第２製造部門勘定の「諸口」の金額は、部門別計算における第１次集計費である。 
 

問３ 
 

 

問４ 

 定時間外作業手当配賦差異 仕損費配賦差異 

第１製造部門 円 ― 

第２製造部門 円 円
 

 材 料 （単位：円）

月 初 在 庫 (  ) 仕 掛 品 ( )

諸 口 (  ) 第１製造部門 ( )

    損 益 ( )

   月 末 在 庫 ( )

 (  ) ( )

 予算差異 操業度差異 
第１製造部門 円 円

第２製造部門 円 円
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 1  級 ④ 

 原 価 計 算  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

第１問 

 

問１ 

ａ ％ ｂ  ｃ  

ｄ  ｅ  ｆ ％ 

ｇ ポイント ｈ ％ ｉ  

ｊ 万円 ｋ 万円 ｌ  

ｍ     

 

問２ 

ｎ  

ｏ  

 

 

第２問 

 

問１ 

円／個 

 

問２ 

円／個 

 

問３ 

円／個 

 

問４ 

円／個 
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直接材料費 － － 

直接労務費   
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①に入る用語を選択し○で囲みなさい。 
＃1002 材料費 労務費 第１製造部門 第２製造部門 仕掛品 損益 
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 賃 金 （単位：円）

諸 口 (  ) 未 払 賃 金 ( )

未 払 賃 金 (  ) 仕 掛 品 ( )

賃 率 差 異 (  ) 第１製造部門 ( )

    第２製造部門 ( )

   損 益 ( )

   賃 率 差 異 ( )

 (  ) ( )
 

 第２製造部門 （単位：円）

諸 口 (  ) 仕 掛 品 ( )

事 務 部 門 (  ) 配 賦 差 異 ( )

動 力 部 門 (  )

 修 繕 部 門 (  )

配 賦 差 異 (  )

 (  )  ( )

（注）第２製造部門勘定の「諸口」の金額は、部門別計算における第１次集計費である。 
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第２製造部門 円 円

受験 
番号 

         平成27年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第141回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ④ 

 原 価 計 算  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

第１問 

 

問１ 

ａ ％ ｂ  ｃ  

ｄ  ｅ  ｆ ％ 

ｇ ポイント ｈ ％ ｉ  

ｊ 万円 ｋ 万円 ｌ  

ｍ     

 

問２ 

ｎ  

ｏ  

 

 

第２問 

 

問１ 

円／個 

 

問２ 

円／個 

 

問３ 

円／個 

 

問４ 

円／個 

  

4 中綴本文2.indd   33 2015/06/26   19:44:47


